
単結晶極点図からSchmid因子計算

測定データ 規格化データ



{011}極点図から{001},{011},{111]極点図を作成

規格化極点図(α：15->90) 作成された完全極点図（α:0->9０）

ピークの指数付けを行い

極点図作成



極点図からODF解析を行い方位の決定



Schmid因子

ND方向の最大値

{215}<5-151>によるRD,TD方向のSchmid因子

ND     RD

ND     TD

Nd->RD,ND-TD連続Schmidプロファイル



ND{112}<11-1>のＴＤ回転 {-110}<11-1>

機械軸から結晶回転軸を計算

機械軸回転から得られる方位計算

ND{112}<11-1>のＴＤ回転 {-110}<11-1>

SFは引っ張り
-SFは圧縮



ND{112}<11-1>のRＤ回転 {11-1}<-1-1-2>



TD方向[215]位置

等高線上のレベル表示は
等高線リストからの切り貼り

Mini=0.31のため
0.3から+0.01間隔で表示

0.001間隔表示
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